
2026年度　網走厚生病院　勤務医負担軽減及び処遇の改善に資する計画

○ 看護師

・服薬：　医師の事前指示の範囲内で、患者状態の観察による 継続実施

　　　　　 薬剤の投与量を調整

・注射：　切開縫合を伴う血管確保、中心静脈カテーテルの挿 継続実施

　　　　　 入、麻酔薬投与、以外を実施

・採血、輸血の実施 継続実施

・助産師外来の実施 継続実施

・退院支援の実施 継続実施

・認知症ケアの実施 継続実施

・短期入院パス運用 継続実施

・認定看護師：　がん、感染管理、皮膚・排泄ケア、認知症、口腔ケア 継続実施

○ 薬剤師

・入院患者の持参薬確認 継続実施

・入院患者の服薬指導 継続実施

・抗がん剤の無菌製剤処理、レジメン管理 継続実施

・化学療法の患者説明 継続実施

・新規採用、副作用等の医薬品情報の提供 継続実施

○ 放射線技師

・胃精密Ｘ線検査、大腸Ｘ線検査の施行 継続実施

・超音波検査支援（造影超音波検査、ガイド穿刺の補助など） 継続実施

・手術支援（手術部位の血管3Ｄ画像の作成） 継続実施

・心カテ検査支援（心臓ＣＴの作成） 継続実施

・内視鏡検査支援（大腸ＣＴの作成） 継続実施

○ 臨床検査技師

・外来患者の採血 継続実施

・神経生理（針電極の脱着） 継続実施

○ 理学療法士

・必要時のオーダー代行入力の継続 継続実施

○ 臨床工学士

・医療機器の効率的な中央管理 継続実施

・人工透析、手術、心臓カテーテル検査。消化器内視鏡等における機 継続実施

 器の操作、管理（循環器カテ、眼科、泌尿器清潔野業務）

○ 医局秘書

・出張医のスケジュール管理 継続実施

○ 医療安全管理科

・苦情、クレームへの対応、セーフティーレポート集約 継続実施

○ 診断書の作成補助 継続実施

○ 退院サマリ作成支援 継続実施

○ オーダーの代行入力 継続実施

○ 診療データの整理 継続実施

○ 手術予約患者の管理 継続実施

○ 医師事務作業補助者の活用などによるタスクシフトの推進 継続実施

○ 効率的な外来診療の実施 継続実施

○ 医療と介護の連携促進 継続実施

○ 院内保育所の設置（延長・一時・二次・夜間・休日保育あり） 継続実施

○ 産休・育休制度、時短勤務制度、パパ育休制度 継続実施

○ 看護師による軽症者の電話対応 継続実施

○ 産婦人科医師の日当直免除（出産対応の為） 継続実施

○ その他の配慮 継続実施

○ 連続当直を行わない勤務体制の実施 継続実施
実態の把握、対応可能な科より実施

○ 予定手術前日の当直に対する配慮 実態の把握、対応可能な科より実施

○ 当直翌日の業務内容に対する配慮 継続実施

○ 勤務時間の客観的な把握及び業務負担に対する配慮 継続実施

・勤務時間の把握による業務負担に対する配慮の検討

・医師の時間外労働規制の特例措置の適用を考慮した

　具体的な負担軽減対策を検討

評価基準：「〇」計画通り実施、「△」一部実施、「×」未実施

※診療報酬の要件に基づき計画を作成
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責任者　：安全衛生委員会　委員長　梶野　浩樹

項　目 実施内容（Ｐ） 今後の対応計画（Ｄ） 進捗状況（A）評価（Ｃ）



2026年度　網走厚生病院　看護職員負担軽減及び処遇の改善に資する計画

○ 事務員

・ポーター、メッセンジャー業務の実施 継続実施

・外来健診受付業務の実施及び集約化 継続実施

○ 薬剤師

・病棟薬剤師の配置 継続実施

○ 放射線技師

・CT、MRI・RI・超音波検査の薬剤投与と検査終了後の抜針 継続実施

○ 臨床検査技師

・外来患者の採血 継続実施

○ 臨床工学士

・透析室、内視鏡室での機器管理 継続実施

・手術室での機器管理、操作 継続実施

○ 医療安全管理科

・苦情、クレームへの対応 継続実施

○ 理学療法士

・リハビリ後患者の病棟への誘導 継続実施

○ 視能訓練士

・人間ドック眼底検査 継続実施

○ 一般病棟

・入浴介助、シーツ交換、夜勤の実施 継続実施

○ 地域包括ケア病棟

・入浴介助、シーツ交換、夜勤の実施 継続実施

○ ナースアシスタントの配置 人材の確保

・書類・伝票の整理・作成の代行、診療

 録の準備等看護師代行業務

○ ナースエイドの配置 人材の確保

・環境整備、物品管理

○ 夜勤専従者の配置 継続実施

○ 準夜早出業務 継続実施

日勤者の遅出早出を

導入している

○ 院内保育所の設置 継続実施

（延長・一時・二次・夜間・休日保育あり）

○ 妊娠中の夜勤減免の実施 継続実施

○ 子育て中の夜勤減免の実施 継続実施

○ 育児短時間勤務の実施 継続実施

○ 他部署への配置転換 継続実施

○ パパ育休制度 継続実施

○ 夜勤専従者の配置 継続実施

○ 夜勤看護補助者による体位変換及び保清対応を、横断的に実施 継続実施

○ 職場満足度調査への対応 継続実施

○ ＰＮＳの継続及びセル看護導入 継続実施

○ ノー残業ディの推奨 継続実施

○外来と病棟によるリリーフ制導入部署間の補完体制の充実 継続実施

○ ピクトグラムの活用 継続実施

○ 夜勤者と日勤者のマスクの色分け 継続実施

○ 説明動画（PIP、YouTube導入） 継続実施

評価基準：「〇」計画通り実施、「△」一部実施、「×」未実施

※診療報酬に定める要件に基づき計画を作成

責任者：安全衛生委員会　委員長　梶野　浩樹

評価（Ｃ）項　目 実施内容（Ｐ） 今後の対応計画（Ｄ） 進捗状況（A）
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